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北海道アカデミックワイン學は道産ワインの素晴らしさを多くの方たちに紹介し、消

費拡大や地域づくりにつなげていきたいと、2024年から始まり、今年で 3年目になり

ます。 

 

今回は、道内ワイナリーの生産者をお迎えしてのセミナーを企画しました。ゲスト

は、余市町モンガク谷ワイナリーの木原茂明さん、ゆうこさんご夫妻、名寄市森臥ワ

イナリーの竹部裕二さん。 

木原さんご夫妻も、竹部さんも北海道大学のご出身です。サラリーマンを経て、ワ

イナリーを設立した経緯や、ワインづくりのご苦労や将来への夢など、とても興味深い

お話でした。ワインづくりにかける熱意が伝わってきました。 

モンガク谷ワイナリーは、開設時から「エコで優しいワイナリー」をスローガンにして

運営しています。有畜循環型農業を目指して、SDG’sを意識したブドウ栽培やワイン

醸造を実践。また地域づくりにも力を入れています。 

森臥ワイナリーは日本最北端のワイナリーとして、国内のワイン愛好家から注目さ

れていますが、寒冷地ならではの苦労は多いようです。遅霜に対する工夫として、ブ

ドウ畑で霜よけ用に燃料を焚くという話には驚かされました。 

 

後半は、石蔵に移動してのワインティスティング。参加者は、モンガク谷ワイナリ

ー、森臥ワイナリーのワインを、作り手の説明を聞きながら、じっくりと味わっていまし

た。 

生産者のお話に感銘を受けたという、参加者からの感想もたくさん頂きました。ワイ

ン生産者との交流の中から、道産ワインへの愛着や応援する気持ちが高まっていくと

も感じました。 

 



 

 

 



 

 

 



 

 



 

 

 



 

 

 



 

 


